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◎：スターター　／　○：出場　／　3P：3点シュート　／　2P：2点シュート　／　FT：フリースロー　／　F：パーソナルファウル

茨城県高体連バスケットボール専門部　総務委員会記録係

戦　　　評 　　記入者 ： 大山　洸貴

　令和5年度関東高校男子バスケットボール大会Bブロック決勝。湘南工科大学付属高校（以下、湘南工大）vs埼玉栄高校（以下、栄）
　第1Q、両チームともにディフェンスはハーフコートマンツーマン。湘南工大#14木村のバスケットカウントで初得点。それに対して栄#20横島がドライブインで返すと、そこ
から栄が猛攻開始する。#8眞壁を中心に激しいディフェンスからファストブレイクを繰り出していき、2-11ラン。残り時間7分5-11となったところで湘南工大タイムアウト。湘
南工大は#0竹内のミドルでつなぐが、チームとしてはペイントエリアに侵入させてもらえず、点数を伸ばすことが出来ない。その間にも栄は走り続け、ミドルシュート、ゴー
ル下共に大爆発。脅威のトランジションオフェンスで湘南工大を大きく突き放し15-30で第1Q終了。
　第2Q、栄の勢いは衰えることなく、攻守にわたって躍動。このQ開始4分で2-18のランをみせる。追い上げを図る湘南工大は1-2-1-1オールコートゾーンプレスから#14
木村、#91オディギェのインサイド陣が軸となり反撃をする。オフェンス、ディフェンス共に粘りをみせる。しかし、栄#34孫が高さで強みを発揮し湘南工大の追随を許さず、
第1Qで作ったリードを更に広げ34-53で前半終了。
　第3Q、何としても追いつきたい湘南工大は1-2-1-1オールコートゾーンプレスを継続。対する栄は前半から課題であったインサイドのディフェンスを改善するべくハーフ
コート2-3ゾーンで対応。湘南工大は適切にゾーンアタックを行い、シュートシチュエーションを作り出していく。しかし、ミドルシュートの確率が上がらず、栄にトランジション
オフェンスの機会を与えてしまう。湘南工大#3米山、#14木村が意地を見せ得点を重ねるが点差は縮まらず52-76で第3Q終了。
　第4Q開始直後、湘南工大#3米山が3Pを決めると怒涛の反撃を開始した。オールコートゾーンプレスで栄のターンオーバーを誘い、一気に得点を量産。残り5分の段階
で16-4のランを作ると、たまらず栄タイムアウト。タイムアウト明け、一気にひっくり返したい湘南工大であったが、栄#8眞壁が落ち着いてゲームコントロール。#34孫に
ボールを集め、ゴール下で得点を重ねる。湘南工大は一連の流れで一時10点差まで詰め寄ったものの、再び差を広げられてしまう。最後まで諦めない姿勢を見せたが、
栄がリードを守り切り、73－95で試合終了。
　栄は精度を欠く湘南工大のシュートを確実に拾い、速攻に勝利への糸口を見いだした。その戦略を理解し、実行し続けた栄の選手達の気迫を感じられる勝利であった。
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